
授業展開例（音楽） 

 
１ 校種・学年  特別支援学校（知的障害） 小学部 第３学年 
 
２ 題材名    てあそびうたをうたおう～あまたのうえでパン～ 
  
３ 題材設定の理由 
○児童観  〈省略〉 
 

○題材観 
音楽が好きでリズム感のある児童であるため，今まで学習したことのない，少しレベルア

ップしたリズムを習得させたいと考え，本題材を設定した。てあそびうたである「あたまの

うえでパン」は，歌詞の中にある「パン」という言葉の部分で両手をたたいて，リズム打ち

を楽しむというものである。短い歌の中で，両手をたたく場所（頭の上，顔の横，へその前，

おしりの後ろ）を意識することができるため，リズム打ちの導入として適している。また，

歌の中に４分音符のみの簡単なリズムや，今まで経験したことのない付点４分音符や８分音

符，４分休符も混じったリズムが含まれているため，レベルアップした学習につなげていき

たい。 
 

○指導観 
指導にあたっては，次の２点に留意して指導を行う。 
１点目は意欲的な学習につながるよう，活動にめりはりをつけるということである。４５

分という授業の中で，歌う，打楽器を使う，動く，静かに聴くという４種類の活動で授業を

構成する。（歌唱，器楽，身体表現，鑑賞の４つの観点から構成する） 
２点目は学習内容をパターン化することである。授業の流れや学習内容に見通しをもたせ

るために，毎回，授業の始まりの歌として「せんせいとおともだち」を歌い，その後，「てあ

そび」「がっき」「うごく」「きく」の順番で授業を進めていく。 
 

４ 題材の目標 

○４分音符，付点４分音符，８分音符，４分休符が混ざったリズムを，両手や打楽器を鳴らし

てリズム打ちをすることができる。 

○友だちと合わせてリズム打ちをする際，２名の児童のリズムが４小節一致する。 

 

５ 指導計画（全５時間） 

第１次 両手をたたいてリズム打ち   …１時間 

第２次 楽器を鳴らしてリズム打ち   …２時間 

第３次 友だちと合わせてリズム打ち  …２時間 （本時１／２） 

 

６ 本時の目標 
○全体の目標 
・４分音符，付点４分音符，８分音符，４分休符が混ざったリズムを，両手や打楽器を鳴ら

してリズム打ちをすることができる。 
・友だちと合わせてリズム打ちをする際，２名の児童のリズムが２小節一致する。 
 



○個々の目標（児童Ａ，Ｂ） 
児童名 これまでの様子 目標 

Ａ ・音楽が好きでリズム感がある。初めて学

習する曲でもすぐに覚え，手本どおりに

リズム打ち（２分音符，４分音符のリズ

ム）をすることができる。 

・たいこを使って，４分休符，付点４分音符，

４分音符，８分音符の混じったリズムを，す

べて正しく打つことができる。 
・友だちと合わせてリズム打ちをする際，２名

の児童のリズムが２小節一致する。 
Ｂ ・打楽器は好きで，意欲的に演奏する。初

めて学習する曲は，最初は見ているだけ

で終わってしまうことが多いが，何度か

練習すると，簡単なリズム打ち（４分音

符のリズム）をすることができる。 

・タンバリンを使って，４分休符，４分音符の

リズムの部分を正しく打つことができる。 
・友だちと合わせてリズム打ちをする際，２名

の児童のリズムが２小節一致する。 

 
○人権教育の視点 

・相手を意識しようとする心や態度をはぐくむ。（他者理解，人と協力できる態度や技能） 

・上手にリズム打ちができたことを評価し，自尊感情を高める。 

 
７ 準備物 

ＣＤデッキ，音楽ＣＤ，本時の学習活動カード，楽器（たいこ，タンバリン），歌詞カード 
 
８ 学習過程 

指導上の留意点（    課題，○支援，☆評価） 
学習活動 

Ａ Ｂ 全体 

１ はじめのあいさ
つ 
(1 分) 

○姿勢を正すよう言
葉かけをする。
（T1） 

 ○「トントンパ」と声をか
け，姿勢や目線が前を向
いているか確認してから
あいさつをする。 

２ 本時の学習内容
を確認する。(1 分) 
 

 ○視線が前を向いて
いるか確認する。
(T2) 

○あらかじめホワイトボー
ドに本時の学習内容を掲
示しておく。 
①せんせいとおともだち
②てあそび③がっき④う
ごく⑤きく⑥おわり 

３ 「せんせいとおと
もだち」を手をつな
いで歌う。(3 分) 

○歌詞の中に誰の名
前から入れて歌う
か，順番を決める
よう指示をする。
(T1) 

○円になるよう椅子
を動かす支援をす
る。(T1) 

○手をつなぎやすいよう円
になるよう指示をする。

４ てあそびをする。 
・「あたまのうえで
パン」の歌に合わ
せ，何度かリズム
打ちをする。(10
分) 

 ○様子を見ながらＢ
児に接近してリズ
ム打ちをしたり，Ｂ
児の手を取ったり
してリズム打ちを
するよう促す。(T1)

○わかりやすいよう絵譜を
提示する。 
○教員が最初に歌いなが
ら，リズム打ちをして見
本を見せる。 
○手をたたく場所や４分休
符，付点４分音符，８分
音符のリズムに気をつけ
るよう，ダイナミックな
動きで示すようにする。

 
 
 
 



５ 楽器を使って演
奏する。(20 分) 
・「あたまのうえで
パン」を１人ずつ
前に出て演奏す
る。 
・「あたまのうえで
パン」を２人で前
に出て，合わせて
演奏する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○楽器を鳴らすとき
の注意点を告げ
る。（投げない，強
くたたきすぎな
い，など）(T1) 

○必要であれば，楽
器の正しい持ち方
を示す。(T1) 

☆たいこを使って，
４分休符，付点４
分音符，４分音符，
８分音符の混じっ
たリズムを，すべ
て正しく打つこと
ができる。 

☆友だちと合わせて
リズム打ちをする
際，２小節，相手
のリズムと一致さ
せることができ
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○Ａが前に出て演奏
しているとき，もし
耳をふさいでいて
も認めて見守る。
(T1，T2) 
 
 
 
☆タンバリンを使っ
て，４分休符，４分
音符のリズムの部
分を正しく打つこ
とができる。 
 
 
☆友だちと合わせて
リズム打ちをする
際，２小節，相手の
リズムと一致させ
ることができる。 

○楽器（たいこ，タンバリ
ン）の名前を１つずつ問
い，各学期の音を少しず
つ鳴らしながら提示して
いく。 
○前に出て演奏するとき
は，ピアノの伴奏に合わ
せて「気をつけ，礼」を
してから，始めるよう指
導する。 
○児童の正面でリズム打ち
の見本を提示する。 
○１人ずつ，上手にリズム
打ちができたところを誉
める。 
○相手を意識して，リズム
を一致させるよう指導す
る。 
○一致した演奏ができた時
には，しっかりと誉める
とともに，その時の気持
ちを表現させる。 
 

６ うごく（リトミッ
ク）(5 分) 

○曲に合わせた動き
を無理強いしない
ようにする。(T2)

○できるだけＡの動
きに合わせてピア
ノ伴奏をする。
(T1) 

 ○椅子を後ろによせるよう
指示をする。 
○激しい動きが続かないよ
う，また児童の動きを見
ながら，曲順や曲のテン
ポを考えて，ピアノ伴奏
をする。 

７ きく(鑑賞)(4分) ○聞いている最中に
起きあがった場合
は，横になること
を伝える。(T1) 

 ○リラックスできるよう，
横になる体勢になるよう
指示をする。 

８ おわりのあいさ
つ 
(1 分) 

  ○「トントンパ」と声をか
け，姿勢や目線が前を向
いているか確認してから
あいさつをする。 

 ※ゴシック体の表記は，人権教育にかかわる指導。 

９ 評価の観点 
・４分音符，付点４分音符，８分音符，４分休符が混ざったリズムを，打楽器で一部分または

全部を正しく打つことができたか。 
・友だちと合わせてリズム打ちをする際，２名の児童のリズムが２小節一致することができた

か。 
１０ 年間指導計画 〈省略〉 
１１ 教室内の配置 〈省略〉 

たいこを使って，
４分休符，付点４
分音符，４分音符，
８分音符の混じっ
たリズムを，すべ
て正しく打つ。 

タンバリンを使っ
て，４分休符，４分
音符のリズムの部
分を正しく打つ。 

友だちと合わせてリズム打ちをする際，２
名の児童のリズムが２小節一致する。 


